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ポヘラ・ボイシャク 
バングラの新年には顔や腕にペインティングします 



イスラムには宗教の祭りが２つあります。ラマダンのイードとコルバニイード。コルバ
ニイードの日に、牛やヤギを神に献上します。さばいた肉を３つに分けて、１つの分
は自分の家で食べ、１つは親類に分け，１つは貧しい人たちに分けてあげます。 

コルバニイード 



メラ(見本市）の会場に臨時に設

置された観覧車は若い男たちが
ゴンドラを押したり、ぶら下がっ
たりして、人力で回します。 

ナゴールドラ 
（人力観覧車） 



地方都市のバザール 

新鮮な野菜や魚や肉などが１
つの市場に並んでいるので、
多くの人が買いに来てとても
活気があります。 



道端でラルチャ（紅茶）とドゥチャ（ミリクチー）を作って飲ませてくれる店で
す。男の人たちが集まっていろんな話で盛り上がっています。 

チャドカン  
 （村の喫茶店） 



カバブ屋台 

カバブは牛やヤギの肉を串で刺して焼いた料理です。夕方に
開いた屋台から、炭火で焼く肉の美味しい匂いが漂って来ます。 



レンガはバングラデシュの重要な建築資
材です。都市も農村も建設ラッシュなの
で、レンガ工場がどんどん増えています。 

レンガ工場 



カウダン（牛糞） 

  バイオガス 

農村の燃料  
農村では、カウダン
（牛の糞）を固めて乾
燥させて燃料にしま
す。最近は、牛糞を
集めて発酵させ、発
生したメタンガスを台
所の燃料に使う家庭
が増えています。 



日本のような清掃工場がないの
で燃えるごみも燃えないごみも
集めて、車で決まった場所に運
んで捨てています。リサイクルの
システムを作って、分別回収す
ることが求められています。 

ゴミ捨て場 



水辺の風景 

 砂利採取 

 塩田 



ユネスコは、バングラデシュの独立のきっかけになった２月２１
日を国際母語デーに定めています。この日、バングラデシュで
は独立戦争の英雄たちの記念碑に花輪がささげられます。 

国際母語デー 
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